
社団法人日本動物用医薬品協会

員各位

中国における高病原性鳥インフルエンザの新たな発生に伴う畜産関係者等ヘの

指導の徹底について

当協会の業務運営にっきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局動物衛生課長より通知がありまし

たのでお知らせします。
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社団法人日本動物用医薬品協会理事長殿

中国における高病原性鳥インフルエンザの新たな発生に伴う畜産関係者等ヘの
指導の徹底について

このことにっいて、別添のとおり各都道府県畜産主務部長宛てに通知しましたので、御
了知の上、円滑な防疫対策の実施にっき御協力方お願いぃたします。

24消安第1287号

平成 24年6月8日

農林水産省消費・安全局動物衛生課長

24.6.13
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都道府県畜産主務部長殿

中国における高病原性鳥インフルエンザの新たな発生に伴う畜産関係

者等ヘの指導の徹底について

中,国における.高病原性鳥インフルエンザの発生については、とれまでにも、「高病

原性鳥インフルエンザ等の防疫対策の強化について」(平成23年9月12日付け23消安

第3135号農林水産省消費・安全局長通知)を始めとする累次の通知により畜産関係者

等ヘの指導の徹底をお願いしてきたほか、当省ホームペ」ジ等に浦いてその発生状・況

等をお知らせしてきたところです。

今般、中国当局から国際獣疫事務局(0IE)に対し、本年6月5日に甘粛省の家き

、ん飼養農場において高病原性鳥インフルエンザ(H5N1亜型)の発生が確認された旨の

通報がありました。その詳細及び近隣アジア諸国における発生状況は別添のとおりで

すが、中国のみならず、台湾、カンボジア等においては、引き続き発生が認められて

います。

我が国ヘの渡り鳥の飛来はおおむね終了しているものの、我が国ヘの本病ウィルス

の侵入経路は、渡り鳥だけではなく、人や物を介した経路等の可能性も否定できませ

ん。このような状況を踏まえ、水際検疫については、渡航者ヘの注意喚起や入国者ヘ
の質問、靴底消毒、検疫探知犬等を活用した携帯品検査等を行っているところですが、

農場段階においても、引き続き、本病ウイルスの侵入防止に万全を期する必要があり

ます。

0きましては、「高病原性鳥インフルエン.ザ及び低病原性鳥インフルエンザに関す

る特定家畜伝染病防疫指針」(平成23年10月1'日農林水産大臣公表)第2の2に御留
意の上、別添の発生状況地図等を適宜御活用いただき、引き続き、本病のに関する注

意喚起及ぴ家畜伝染病予防法(昭和26年法律第166号。以下「法」という。)第12条の

3に基づく飼養衛生管理基準の遵守等にっいて畜産関係者等ヘの指導の徹底をお願い

いたしま司、。

なお、海外における高病原性鳥インフルエンザ等の発生状況等の必要な情報につい

ては、'今後も当省ホームページ等を通じて積極的に公表してまいりますので、御活用

いただきますようお願いいたします。

<農林水産省ホームページ:鳥インフノレエンザに関司、る情報>

U R L : http://WWW. maff. go. JP/'j/syouan/douei/t0τ'i/'index. html
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【01、E情幸閲中国における高病原性鳥インフルエンザ(H5NI)の発生につぃて

平成24年6月7日

動物衛生課

中国における高病原性鳥インフルエンザ(H5NI)の新たな発生について、 0 IEヘ報告(6/6)が

ありましたのでお知らせいたします。

出典:0正ホームページ

http://web. ole.1nt/舶hls/publio. php?皿ge.slngle_report釦叩.1&r即ort id"12019

【概要】

・発生数:1件

・発生日:2012年6月1日

・確定日:2012年6月5日

・ 0 I Eヘの報告日:2012年6月6日

・血清型: H5NI

、
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【発生状況】

・発生場所

【動物種】

家きん

甘粛省白銀市景泰県

【診断】

・診断施設:中国農業科学院ハルビン獣医研究所(0IEリファレンスラボラトリー)

・赤血球凝集抑制試験、静脈内接種指標 dvpl)試験、RT-PCR:いずれも陽性

【感染源】 【高病原性(H5NI)発生場所地図(昨年末(2011年12月)以降)】

不明または調査中

4『

【飼育羽数】

18,460

【対応】

・淘汰

・隔離

・国内における移動制限

・スクリーニング

・ゾーニング

・施設等の消毒

【症例数】

6,200

【死亡数】

260

・ワクチン接種禁止

・患畜を治療対象としない

【淘汰数】

0甘粛省白銀市景泰県(今回)

③寧夏回族自治区固原市:2012年4月

18,200

①チベット自治区ラサ

2011年12月

【と畜数】

0

②雲南省玉渓市.2012年3月
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アジアにおける高病原性及び低病原性
鳥インフルエンザの発生状況
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家きん.野鳥'(赤:高病原性鳥インフルエンザ、黒:低病原性鳥インフルエンザ)

※野鳥の低病原性鳥インフルエンザについては確認可能な日本のみ記載
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国におナ高病原性鳥インフルエンザ(H5NI)の発生状況(

2007年12月(家きん)

2009年2月(家きん)

新ウイグル自治区

2012年6月(家きバJ)

2012年4月(家きん)

讐

2007年3月(家きん)

2008年1月(家きん)

2008年2月(家きん)

2008年3月(家きん)

20的年4月(家きん)

2010年5月(野鳥)
2012年3月(家きん)2011年12月(家きん)

2009年5月(家きん、野鳥) 2008年2月(家きん)

チベット自治区

2012年4月(家きん)

^

※更新点:甘粛省における高病原性H5N1の発生(感染確認日:2012年6月5日)

7年1月~)

壷喜,,翻".珍夕尋
2007年9月(家きん)

東省 2008年6月(家きん)

黒龍江省

四川省

2008年12月

(家きん)
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